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１ ３ ０ ０ ２ ５
平成11 10 14

知的所有権・無体財産権 産業のソフトサービスへの指向 Ｎ２研究所

知的所有権・無体財産権とは何か

●マネジメント基本コース

知的所有権・無体
財産権

人によって創造さ
れる知的成果

知的所有権の重
要性が増大

特許権実用新案権

意匠権

商標権

人によって創造さ
れる知的成果

発明・デザイン・著
作物

人の知的活動に
より生み出される

種々の国際条約国際的な紛争が
起こりやすい

特許やコンピュー
タプログラム

パリ条約

知的所有権の重
要性が増大

重工業からソフト
サービスへ

営業秘密

半導体集積回路
配置

日本などは先願
主義

アメリカでは先発
明主義

知的所有権の侵
害には刑事罰も

特許権

特許発明を独占
的に支配しうる

特許法による特許
発明という所有権

産業上利用できる
発明

特許が受けられな
い発明

存続期間は出願
から２０年

従業員、役員の「
職務発明」

実用新案権

実用新案登録を
受けた考案の独

占

自然法則を利用し
た技術的創作

特許とは高度性
が異なる

存続期間は出願
から６年

意匠権

物品の形状、模様
、色彩

存続期間は登録
から１５年

商標権

文字、図形、記号
、色彩

商品の生産、加工
に使用するもの

存続期間は登録
から１０年

 Ｎ２：第２シート


